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【第5次小郡市総合振興計画における成果指標】

【施策を実現するための主な事務事業とその状況】

①

②

①

②

①

②

①

②
公共下水道普及率（＝処理人口／行政区域内人口）【第5次計
画指標】

％ 93.4

指標名 単位 H29実績

水洗化率(=水洗化人口／処理人口）【第5次計画指標】 ％ 90.4

正尻川雨水幹線事業（累積整備実施延長） ｍ 269.8

影堤雨水幹線事業（累積整備実施延長） ｍ 34.4

％ 100

指標名 単位 H29実績

予定箇所工事発注率 ％ 66

投入コスト（千円） H29年度決算

国支出 272,366

県支出 0

公共下水道普及率（＝処理人口／行政区域内人口）

水洗化率（＝水洗化人口／処理人口）

下水道課

下水道課 90.3%

P3031
公共下水道整備事業（汚
水）【第5次計画指標管理】

公共下水道整備事業（雨
水）

P3033

平成29年度　福岡県小郡市施策評価シート

政策
　本市の豊かな自然環境
である河川やため池など
の水質汚染を防ぎ、安全
で快適な市民生活を実
現するために、下水道関
連施設の整備を進めると
ともに水洗化の促進を図
ります。

Ｐ3039

下水道財政の健全化

Ｐ3032

ゆとりと潤いに満ちた居住環境づくり

Ｐ3033

施策コード

公共下水道の整備促進
水洗化の促進

Ｐ3031

88.8%

工務係

工務係

施策

Ｐ3034

下水道

その他

施策
内容

成果指標
番号

89.1%

91.6% 92.4%

雨水幹線等の整備促進

90.4%

一般財源

合計（千円）

河川維持補修事業

3

3

92.9% 93.4%

H28年度実績

事
業
費

（
財
源
内
訳

）

36

35

H27年度実績担当係

排水路整備事業（工事・修
繕）

P3033

P3033 市河川の護岸修繕及び浚渫

清潔で安全な住環境を保つため、素掘りの水路のコンクリート化等の排水路
整備工事を行っている。

基準値（H26）担当課成果指標

業務の概要
部名 課名 係名

施策
コード

業務名

H30年度実績 最終目標（H32）

平成29年度指示内容

今後の
施策
展開

担当部署

H29年度実績

96.2%

H31年度実績

地方債 64,562

その他 1,321,997

※本施策の推進にかかった全事務事業の事業費合計額を表示して
います。

1,370,532

3,029,457

H32年度実績

施策の
進捗状
況・評
価

92.6%

今後の
施策
展開

施策の
進捗状
況・評
価

排水路整備及び河川整備については、大雨等の災害状況を把握
し対応を検討する。また、下水道事業については、計画期間内
で終了するように国等の動向を注視しながら予算の確保に努め
る。

施策の
進捗状
況・評
価

今後の
施策
展開

都
市
建
設
部
長

排水路整備については、地元要望箇所の整備を行っている。ま
た、公共下水道の普及率及び水洗化率については、毎年順調に
伸びている。

指示内容 決定権者

現状維持
地元要望等を把握するとともに、大雨時の現状等考慮し、計画
的に整備を進めること。

部長

拡大
引き続き大雨等による現状を把握し、危険個所については、早
急に対応すること。

部長

決定内容

部長

拡大
当初の37年度よりも、スピード感をもった作業により、事業進捗
をは可能な限り早めること。

市長

雨水幹線整備事業は長期にわたるため計画的に事業進捗を
図ること。

現状維持

都市建設部 維持係

成果指標

建設管理課

指標名

建設管理課 維持係都市建設部

単位 H29実績

成果指標

指標名

重点施策として大雨による道路冠水等を防ぎ、安全で快適な生活環境の形
成を目的として、雨水幹線の整備を実施するものである。

都市建設部 下水道課 工務係

成果指標

単位 H29実績

整備率

安全で快適な生活環境の形成及び宝満川などの河川及びため池等の水質
汚染の防止を目的として、下水道事業を実施するものである。

都市建設部 下水道課 工務係

成果指標
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【施策を実現するための主な事務事業とその状況】

業務の概要
部名 課名 係名

施策
コード

業務名
平成29年度指示内容担当部署

指示内容 決定権者決定内容

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

資金不足比率 ％ 0

地方債現在高 百万円 11463

- -

償還件数 件 100

- -

- - -

- - -

単位 H29実績

宝満川流域関連公共下水道事業進捗率 ％ 99.5

指標名 単位 H29実績

単位 H29実績

下水道修繕工事発注件数 件

工務係

％ 71.5

単位 H29実績

工務係

20

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ管理箇所数 箇所 26

管路施設の修繕・改築事業(累積整備実施延長) ｍ 0

マンホール蓋取換事業(累積整備実施箇所) 箇所 0

指標名 単位 H29実績
P3039

下水道ストックマネジメント
事業

P3031

成果指標
P3031

下水道施設の維持及び管
理に関する事務

快適な生活環境の維持を目的とし、公共下水道施設の修理・保守・点検、清
掃等下水道施設を維持及び管理するものである。

都市建設部 下水道課

P3031 事業認可に関する事務
安全で快適な生活環境の形成、及び宝満川などの河川、溜池等の水質汚染
の防止のために下水道の整備を目的として上記法令に基づき区域の拡充を
図るものである。

指標名

指標名

宝満川流域下水道事業地
元負担金

P3031
筑後川中流右岸流域下水
道事業地元負担金

指標名

都市建設部 下水道課

-

-

管理係

成果指標

P3039 地方債に関する事務
指標名 単位 H29実績

P3039 経営戦略に関する事務
指標名 単位 H29実績

拡大 ストックマネジメント計画に基づき計画的に進めること。 部長

今後、施設の老朽化が懸念されるため、維持管理計画を作成
し適切な維持管理を行うこと。

部長

現状維持
H37年度の事業完了を早めるよう、適切に認可変更を進めるこ
と。

部長

現状維持
今後も福岡県や関連市町と協議を行い、適正に事業を進める
こと。

課長

拡大

今後も福岡県や関連市町と協議を行い、適正に事業を進める
こと。

課長

現状維持
より一層、計画的な資金調達と金利情勢に関する情報の把握を
行い計画的に進めること。

部長

改善・効率
化

下水道経営を安定的に継続できるよう経営健全化に努めるこ
と。

部長

現状維持

長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、リス
ク評価等の優先順位付けを行ったうえで、施設の点検・調査、修繕・改築の計
画を策定する事業である。

都市建設部 下水道課 工務係

成果指標

下水道事業の計画的な遂行を目的として、不可欠な財源のひとつである地方
債について、下水道財政への負担を考慮しつつ、適切な借入を行う。

都市建設部 下水道課 管理係

成果指標

成果指標 筑後川中流右岸流域関連公共下水道事業進捗率

宝満川流域下水道の処理場施設整備及び汚水幹線に伴う地元負担金

都市建設部 下水道課

財政計画（長期収支計画）を策定する。

経営計画の策定をする。

都市建設部 下水道課 管理係

成果指標

福岡県への負担金の拠出事務。

筑後川中流右岸流域下水道の処理場施設整備及び汚水幹線整備に伴う地
元負担金の支払い。

都市建設部 下水道課 管理係

成果指標
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